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(

こ
千
九
西
十
四
年
の
對
事
變
計
畫 

千

九

西

八

年

の「

ォ

ル

ド

リ

チ

、
グ

リ

ー

ラ

ン

ド」
法 

4
千
九
西
十
四
年
六
月
三
十
日
を
以
て
、
滿
期
ぱ
に
達 

す
る
の
豫
定
な
ぅ
し
が
、
千
九
百
十
三
年
十
二
月
の
聯 

合
準
備
金
法
は
其
第
二
十
七
條
を
以
て
、
右
有
效
期
限 

を
千
九
西
十
五
年
六
用
三
十
日
ま
で
延
長
し
、
且
つ
同 

法
に
規
宠
せ
ら
れ
た
る
事
變
通
貨
に
對
す
る
詉
稅
を
輕 

減
し
れ
ぅ
0

即
ち
在
來
の
法
律
に
於
て
は
、
連
接
し
れ

热
八
.號 

八
六

.る
領
域
に
於
け
る
十
以
上
の
國
立
銀
行
に
し
て
、
究
全 

な
る
資
本
金
幷
に
穡
立
金
の
一
一
割
以
上
に
相
當
す
る
準 

備
金
を
有
し
ヽ
且
つ
資
本
金
の
四
割
以
上
に
相
當
す
る 

公
債
を
以
て
、
紙
幣
の
擔
保
に
充
つ
る
ビ
き
は
、
事
變 

Z

通
貨
を
發
行
す
る
目
的
を
以
て
ヽ
資
本
金
五
西
與
卵
以 

上
の
國
立
通
貨
紐
合
を
組
織
す
る
を
得
べ
く
、
大
藏
卿 

j

は
同
組
合
所
屬
餵
行
の
發
行
す
る
事
變
通
貨
の
擔
保
:̂ 

し
て
、
州
幷
に
市
の
公
債
又
は
商
業
手
形
を
承
認
し
、
 

典
現
金
價
格
の
七
割
五
分
以
內
を
擗
保
©
袼
ど
し
、

一
 

方
に
商
業
手
形
の
み
を
擔
保
ビ
し
て
發
行
す
る
紙
幣
は 

資
本
金
積
立
金
の
三
割
を
超
過
す
る
を
得
ざ
る
の
制
限 

を
設
け
"
事
變
通
貨
の
總
額
は
之
を
五
億
弗W

し
、
發 

\

r

^

の̂
一
筒
月
は
年
五
分
の
勸
合
を
以
て
課
税
し
、

(
其
以
後
月
次
年】

分
の
割
合
を
以
て
、
税
率
を
加
重
し 

1
割
を
以
て
最
高
限
度
ど
す
る
の
規
！

g

な
6

し
が
、
聯 

合
準
備
金
法
は
右
の
规
定
を
修
疋
し
、
最
初
の
三
箇
月 

間
は
年
三
分
の
割
合
を
以
て
詉
稅
し
、
其
以
後
.は
月
次 

年
五
厘
0

_
合
を
1以
て
，
稅
率
を
加
重
し
、
六
分
を
以

て
、
最
高
限
度
^
す
る
こ
^

に
改
正
し
t2
h

o 

千
九
苗
十
四
年
八
月
以
前
に
於
て
は
、
國
立
通
貨
組 

合
の
組
織
せ
ら
る
、
も
の
甚
だ
少
な
く
ヽ
其
組
織
せ
ら 

れ
た
る
も
の
は
、
多
額
の
事
變
紙
幣
を
印
刷
し
て
之
を 

貯

藏

し

れ

雖

も

、
其
實
用
に
供
せ
&
る
可
き
機
會 

R
接
せ
ざ
り
き
。
然
る
に
歐
洲
戰
银
勃
發
し
、
重
な
る 

交
戰
國
は
支
拂
猶
豫
法
を
刺
定
し
、
外
國
貿
易
は
停
滯 

し
、
爲
韩
取
引
斷
絕
し
株
式
取
别
所
は
閉
鎖
せ
ら
れ
、 

金
貨
大
流
出
の
危
機
殺
到
す
る
や
ヽ
金
融
救
濟
の
方
策 

を
實
行
す
る
の
必
要
は
焦
眉
の
急
ビ
爲
A

、
議
會
は
先 

づ
聯
合
準
備
金
法
を
改
正
し
、「

オ
ル
ド
リ
ッ
チ
、
グ
リ 

丨
ラ
ン
ド」

法
の
認
め
た
る
事
變
通
貨
發
行
の
特
權
を 

總
て
の
國
立
銀
行
に
付
與
す
る
の
議
を
決
し
"
千
九
西 

十
四
年
八
月
.四
日
議
會
を
通
過
し
れ
る
法
律
を
以
て
、 

大
藏
卿
はr

オ
ル
ド
リ
•ッ
チ
，グ
リ
i

フ
シ
ド」

法
の
規 

定
を
完
全
な

る
資
本
金

ど
資
本
金
の
ニ
割
以
上
に
相
當 

す
る
e

立
金
ど
を
苻
す
る
總
て
の
國
立
银
行
に
適
;1
1

し 

且
つ
資
本
金
樹
立
金
の1

倍
ニ
丑
に
相
常
す
る
紙
幣
を

笟
九
怨

發
行
す
る
こV
J(

從
來
はJ

倍
を
以
て
限
®

ヾ

」

し
れ
ぅ) 

を
許
容
し 
> 又
同
法
の
利
益
.を
現
に
聯
合
準
備
金
制
度 

に
加
盟
し
、
或
、は
同
法
實
施
後
十
五
日
以
內
に
此
制
度 

に
加
盟
す
る
の
契
約
を
爲
す
有
資
格
，の
州
立
鈒
行
並
に 

I

信
託
會
社
に
及
ぼ
す
の
權
能
を
與
へ
、
同
時
に
大
藏
卿 

は
各
鈒
行
並
に
通
貨
組
合
を
し
て
大
藏
卿
が
紙
幣
の
兌 

換
に
必
要
な
6

ど
認
む
る
金
貨
を
大
藏
湛
に
®
託
せ
し 

む
る
こ
^
を
命
じ
、
右
の
割
合
は
如
何
な
る
®
合
に
於 

て
も
五
分
を
下
ら
ざ
る
こ
マJ

、
し
、
而
し
て
此
法
#
の 

下
に
於
て
發
行
せ
&
る
可
き
國
立
鈒
行
紙
幣
の
增
發
额 

は
十
億
卵
に
上
る
に
至
れ
ぅ
。

I

八
月
四
日
の
對
事
變
計
*
.に
於
て
は
、
大
藏
卿
は
自 

\

己
の
#
斷
を
以
て
、
國
立
通
貨
組
合
に
屬
せ
ざ
る
國
立 

一
銀
行
に
對
し
て
、
州
並
に
市
の
公
憤
を
擔
保
ヾ」

す
る
紙 

幣
の
增
發
を
許
可
す
る
の
皤
能
を
收
め
た
る
も
の
な
る 

が
、
八
月
二
十
日
大
藏
卿
の
公
表
し
た
る
布
街
に
於
て 

は
"

女
藏
卿
は
紙
幣
增
發
に
就
て
"

銀
行
ょ
-
Nif
l
接
の 

請
农
を
受
理
せ
ず
"
堦
發
を
行
は
ん
ど
す
る
龈
行
は
國

第
八
號 

八
七

(

丸
一
丸)

雜
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國
の
金
融

I

井
じ

立

通

貨

組

合

を

通

じ

て

、

之

を

請

求

す

可

し

(£
し

备

又

增
發
を
耍
す
る
銀
行
は
通
貨
組
合
殊
に
聯
合
準
備
金
區 

域
に
所
在
す
る
組
合
に
加
盟
す
可
き
こ
ビ
を
要
請
し
た 

ぅ
o

斯
く
て
八
月
末
に
は
國
立
通
貨
組
合
の
組
織
せ
&
 

れ
た
る
も
の
或
は
組
織
の
意
思
を
通
知
し
た
る
も
の
四 

十
を
越
へ
，
十
月1

ロ
に
於
け
る
事
變
通
貨
の
發
行
高 

三
億
卵
以
上
^
達
し
た
ぅ
o

此
增
狻
紙
幣
た
る
其
實
際 

流

通

に

付

せ

、ら

る

、
ま

で

、

課

稅

せ

ら

れ

ざ

る

の

內

規 

な
&
し
が
故
に
"
多
數
の
鈒
行
は
目
前
多
く
の
紙
幣
を 

要
せ
ざ
る
に
拘
は
ら
ず
、
發
行
の
手
織
を
了
し
事
變
に 

應
ず
る
爲
め
，
之
を
金
扉
に
貯
藏
し
た
6

0 

.
歐
洲
に
對
す
る
輸
出
賀
易
の
停
廢
、
開
戰
後
に
於
け 

る
外
國
爲
#

の
ー
時
的
泯
亂
は
綿
花
、
煙
草
T
穀
物
等 

に
對
す
る
金
融
に
就
て
、
當
業
潘
を
し
て
大
な
る
恐
怖 

心
を
懷
く
に
¥
:ら
し
め
た
る
を
以
て
、
大
藏
卿r t

ツ 

力
丨
„ド
ーJ

氏
は
八
月
ニ
十
四
、
五
の
兩
日
南
部
諸
州 

の
銀
行
業
*

並
に
仲
貢
業
教
を
華
_
頓
に
召
集
じ
>

當
' 

局
紫
ビ
會
合
し
て
、
時
局
敬
濟
の
方
策
を
攻
究
.せ
し

熔
A
號
：
.
' 

八
八

め
"

大
藏
卿
は
產
業
救
濟
の
目
的
を
以
て
、
責
任
あ
る 

倉
庫
會
ft
の
發
行
保
證
し
た
る
綿
花
並
に
煙
草
の
倉
庳 

證
券
に
し
て
、
期
限
四
箇
月
以
内
の
も
の
は
、
額
面
價 

格
の
七
割
五
分
を
以
て
、
國
立
鈒
行
の
發
行
す
る
紙
幣 

|

の
擔
保
物
れ
ら
し
む
る
こ
<
を
得
る
の
方
策
を
發
衰
し 

一
^

5

-

0所
點
說
花
會
議
な
る
も
の
に
_於
て
は
、
賴
花
收 

權
の
國
家
質
收
法
の
如
き
"
州
立
銀
行
の
紙
幣
發
行
許 

へ
可
の
如
き
、
種
々
偏
私
的
計
畫
の
主
張
せ
ら
る
、
を
見 

た
6
を
雞
も
、
大
藏
卿「

マ
ツ
カ
ー
ド
！
し
氏
は
絕
對
R 

買
收
計
畫
を
排
疖
し
、.
又
紙
幣
膨
脹
の
不
可
な
る
こ
ビ 

I

を
乾
め
.
殊
に
後
者
^
.
.就
て
は
^
今
1
1
1米
國
を
破
»
す 

る
に
足
る
可
き
通
貨
は
法
樣
0

下
に
許
容
せ
ら
れ
れ
る 

も
の
を
以
て
し
て
、
倚
ほ
餘
ぅ
fc
6

°

此
際
に
於
て
®

Z

に
不
良
な
る
思
解
^
行
動
ど
を
以
て
、
紙
幣
を
膨
脹
せ 

し
む
^

が
如
き
、
國
を
珙
げ
て
、
危
機
に
陷
&
し
む
る 

も
の
な
る
の
み
.

o

今
や
發：

行
せ
6
れ
ん
マJ

す
る
通
貨
は 

國
立
銀
#

が
生
命
あ
る
‘資
產
を
基
礎
、

/
J

し

.
て

發

行

す

る 

も
の
な
る
.が
、
此
種
の
通
貨
！

yj

雖
も
、
之
を
發
行
す
る

銀
行
栌
背
後
忆
金
貨
準
儆
を
鑛
す
る
応
弗
ぎ
れ
疼
安 

全
な
ぅ
ビ
云
ふ
能
は
#

0
蓋

し

信

埤

の

遲

磁

を

安

全

紀 

し
"
.又

1

_

商

エ

業.
&
,進

連

に

堅

實

な

る

，基

礎

を

#

ん 

ど
す
各
^
.は

1

發
行
せ
ら
れ
ん
ビ
ず
る
通
貨
0
背
後
：に 

B
货
を
有
せ
ざ
る
可
か
&'
ぎ
.る
は
，勿

論

に

し

て

、

是

れ 

法

律
.が
：大

藏

卿.を

し

て> 
縱

幣

に

對

し

て

五

分

以

上

の 

'金
貨
準
備
を
有
す
る
こ
^
賢
命
令
ず
る
の
權
能
を
保
留 

せ
し
め
4

又
大
藏
卿
.が
必
要
^

$
ビ

0

む
る
.
®
Aロ^
は 

時

兌

換

準

備

金

の

增

率

を

.命
令
せ
ん
ビ
.す
る
所
以
な 

p

o

 

-
K
M

卿
に
し
て
當
前
©
間
題
を
處
理
す
る
0:
權
能 

を
有
す
る
以
上
は
*

斯
る
通
货
の
安
全
に
發
行
せ
&
る 

>

こ
ビ
を
榮
圖
，す
可
く
、
如
何
な
る
場
合
に
於
て
k

 

世
人
を
し
て
米
國
信
.用
紐
織
を
墩
敗
す
る
に
®
ら
し
む 

る
が
如
き
程
度
把
於
て
、
通
貨
を
膨
脹
せ
し
む
る
こ
ピ 

を

許

さ
-t
J 

S斷
言
し
、
'併
せ
.て
政
府
が「

»

合
*
備 

.金
組
織
並
，に
，'事
_

通
貨
法
.に
侬
て
‘、
銀
行
.を
：援
助
す
る 

の
地
位
^

居
.る
こ
ず
^
對
じ
て
、
.滿
足
す
る」

旨
を
附

f

會

議

の

終

局

择

於

ヤ

〜

天
藏
卿
フ
マ
ッ
カ

—

ド—
」 

^

は
#

議
0:
議

事

：に

上

务

て

，
#

面

办

問

題

を

解

決

す 

る
.爲

、め̂
:決

議

：
f

れ
ft
名
讅
件
を
成
粱
ビ
し
て
麵
成 

す
る
.委
員
*

を
：任

選

し

，
.
委

員

會

の

報

吿

ば

S

)

線 

一

花
-、
.

1

海

事

貯

藏.品

等

.
の

倉

庫

證

券

を

爾

保

ビ

し 

て
通
貨
を
艤
行
す
る
太
藏
省
の
計
^r

.
c
l
1〕

外
國
質
易 

の
姐
|
.の

開

通

す

备

表

で

~

締

花

生

產

者

を

し

V

相
當 

の
僧
格
を
以
て
.？
織
花
を
所
藏
し
"
代
價
下
落
0'
爲
め 

.に
蒙
る
損
失
慕
減
せ
し
む
る
.爲
め
，r
、
ツ
ド
リ
ン 

グ」

綿
花
^

麓

に

#

き
八
仙
を
基
.礎
ビ
し
必
要
ビ
認 

め
た
.る
場
合
.
.多
.少
の
減
價
を
加
ベ
て
、
.貸
付
金
を
爲
' 

す
こ
v
%
s
!

)
：

煙

草

幷

に

海

事

.貯

藏

品

の

倉

庫

證

券

は 

市

價

を

參

酌

し

ず

、
'
«
#
金

の

擔

保

た

ら

し

む

る
.

こ
ぐj 

™ t
s
)

猢

限

幽

箇M
以
上
の
i

:
ビ
：雖
も
电
適
當
な
る
倉 

旗
©
券
に
依
.て
"
.保
證
せ
ら
る
、
ビ
き
は
、
聯
合
準
備 

金

銀

行

幷

：紀
11
'

立

敏
1

合

は

於

，
て

、
苒

割

引

し

イ

オ 

.ル
ド
'？

ッ

グ

？1
.ダ
V
'K
J
: 

§

Ja
法

の

：
1

に

據 

國

立

銀

行■

§
©

§

.

れ

ら

し

む

，
‘る

_

る

第
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九

倉
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ぁ
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第
九
怨

こ
ビ
を
承
認
し
た6
0
之
ど
相
前
後
し
て
、
上
院
は
綿 

花
倉
旗
證
券
に
關
す
る
法
律
案
を
可
決
し
"
此
法
律
は 

後
日
修
诳
せ
&
れ
て
、•
興
效
カ
を
煙
草
ゝ
海
事
貯
藏
品
、 

鏹
詰«
*
穀
物
、
SS
麻
に
及.
ぼ

し

"

有

效

期

限

を

英

獨
 

平
和
條
約
締
結
後
九
箇
月
以
內
ど
し
，
假
令
ひ
戰
爭
が 

鶴
a
す
る
も> 
制
定
後11
年
を
經
過
し
れ
る
時
を
以
て
一 

廢
止
す
可
し
ど
し
たio

歐
洲
戦
爭
は
直
に
爲
替
取
引f c

影
響
を
及
ぼ
し
て
、 

之
を
壤
敗
し
"

.

又
歐
洲
に
於
け
る
株
式
取
引
所
の
閉
鎖.j 

は
外
國
に
於
け
る
米
國
有
價
證
券
.の
所
有
者
を
し
て
紐 

育
株
式
取
别
所
に
就
て
、
有
價
證
券
を
責
却
す
る
に
至 

ら
し
め
、
遂
に
七
月
三
十H

を
以
て
、
同
取
引
所
を
聞ノ

 

鎖
す
る
の
巳
む
を
得
ざ
るこ
^
.
、

爲
^

^

之
こ
次 

賭
地
方
の
取
引
所
も
閉
鎖
せ&

れ
ゝ
倚
ほ
金
貨
の
供
給\ 

を
保
饑
す
る
爲
め
、
大
都
會
に
於
て
は'

千
九
百̂

^

 

の
恐
懢
に
於
け
を
ご
同
じ
く
、
交
換
所
貨
付
證
券
を
利 

用
し
た
i

o

本
來
歐
洲
開
戰
の
當
時
米
國
が
歐
洲
諸
國 

に
負
ふ
債
務
に
し
て"

恰
も
支
拂
期
限
に
到
達
せ
る
高

爝
八
號；

九
〇
，
 

,

は

1

億
$

千
萬
弗
に
上
る
も
の
^ .

計
算
せ
ら
れ
^

 々

外
國
爲
替
の
取
引
停
廢
し
ゝ
又
歐
洲
諸
國
が
何
時
に
至

1 

.

h

て
、
是
等
債
務
に
應
ず
る
輸
出
品
を
質
入
る
、
や
下 

明
ど
爲
る
や
’

米
國
は
債
務
决
濟
の
爲
め
に
、
金
貨
を 

現
送
す
可
き
や
、
將
た
又
米
國
の
銀
行
業
翁
は
外
國
の 

取
引
先
に
對
し
て
ノ
歐
洲
に
支
拂
猶
豫
法
の
現
存
す
る 

間
、
米
國
亦
外
國
取
引
に
就
て
，
非
公
武
の
支
拂
猶
豫 

を
行
ふ
を
必
要
^
す
る
旨
を
吿
知
す
る
を
要
せ
ざ
る 

や
"

S

問
題

^

上
れ
ぅ
。
而
し
て
多
數
の
銀
行
業
者 

は
偷
敦
又
は
開
戰
後
英
蘭
銀
行
が
多
額
の
金
貨
を
预
記 

し
ね
る「

オ
ッ
ク
フ

J

R

金
貨
を
現
送
し
、
以
て
英
國
宛 

爲
替
手
形
に
對
ず
る
需
敷

R

l i

ず
る
に
先
だ
ち
て
、
今 

後
穀
物
其
他
の
產
物
の
偷
敎

R

輸
送
せ
&
れ
た
る
も
の 

に
對
し
て
、
金
貨
を
以
て
支
拂
を
受
く
る
の
保
證
を
收 

む
る
と
ビ
を
：必
要
ど
し
、
是
等
の
問
題
殊
に
金
貨
を
現 

送

，せ

ず

し

で

、

.

米
國
の
歐
洲
に
負
ふ
0
0
を
決
濟
す
る 

プ
法
を
攻
デ
す
.る

爲

め

九

.月
四
日
大
藏
卿
は
華
聖
頓

.

.

. 

に
於
て
聯
合
準
備
金
局
の
役
員
を
し
て

j
'
l

十
三
市
の

^

?
1

5
雜•
錄

S
職11

1
.1

5

麻
國
の
金
融
政
策S

行
業
漭
幷
に
竽
形
交
換
所
の
代
表
渚̂
會
合
せ
し
め
、 

此
會
議
に
於
てT

シ
カ
ゴ」

市
の
銀

行

■
*

「

フ

オ

ー 

ガ
ン」

庆
を
委
員
長
ヾ
し
す
る
委
員
會
を
組
織
せ
ら
れ
、
聯 

合
準
備
金
局
に
對
し
て
成
案
を
報
吿
す
る
こ
ヒ
\
爲
れ 

6

:0

即

ち「

フ
ォ
ー
ガ
ン.」

委
員
會
は
同
日
を
以
て
、

做
敦
宛
爲
替
の
狀
況
を
維
持
す
る
爲
め
儲
銀
行
を
し
て 

1

億
五
千
离
^

の
金
貨
を
醵
出
せ
し
め
、
其
六
分
の1

\ 

は
直
に
英
蘭
銀
行
の
加
奈
陀
に
於
け
る
金
貨
預
記
所
に 

彿
込
み
"

殘
額
.は
外
國
爲
替
の
賣
買
せ
.
&る

、
®

格

を 

決
定
す
る
こ
^
を
任
務
マ」

す
る
紐
育
委
員
會
の
必
要
を 

認
め
れ
る
マj

き
に
、
之
を
柳
込
ま
し
む
る
の
案
を
報
吿 

し
績
い
て
九
月
十
九
日
右
金
貨
醵
出
高
を】

億
弗
に
低 

減
す
可
き
第
二
報
吿
を
發
表
し
*
準
備
金
局
の
認
可
を 

.

經
て
、此
基
金
を
處
理
す
可
き
委
員
會
組
織
せ
ら
れ
"1

\

 

方

に

九

月

二

十

四

日

準

備

金

.局

は

中

央

準

備

市

幷

に

準 

備
市
の
交
換
所
組
合
に
囘
章
を
發
し
、
各
自
の
市
に
於 

け
.る
國
立
銀
行
幷
に
州
立
銀
行
を
し
て
"
金
貨
基
金
を 

醵
出
す
る
の
準
備
を
爲
さ
し
む
可
き
こ
ビ
を
猢
獎
し
、

第
九
锻

此
計
畫
の
卞
巧
紐
育
に
於
て
«

,四
千
五
百
萬
#

1
シ 

力
ゴ」

に
於
て
は1

千
六
百
萬
弗T

フ
キ
ラ
デ
々
フ
ァ」

 

に
於
て
は
八
百
萬
弗
*「

ボ
ス
ト
ン」

に
於
て
は
七
百
萬 

弗T

セ
ン
ト
ル
ィ
スj

に
於
て
は
芄
茛
胄
#
、
桑
罾
に 

於

て

は

三

百

：五

十

萬

弗

"「

•ヒ
ツ
i

バ
ーJ

に
於
て
は
三 

百
萬
®

の
金
貨
を
醵
出
す
る
の
約
定
成
立
し
"

第

1

囘 

分
ニ
割
五
分
拂
込
を
了
す
る
ミ
共
.̂
、
十
月
十
二
日
を 

以

て

、

「

オ

ツ

タ

フ

」

に

現

送

せ

ら

れ

、

其

翌

日

ょ

-
^
築 

員
會
は
偷
敦
宛
參
.着
爲
替
の
取
組
を
開
始
し
た
6

9
 

0
0

聯
合
準
備
金
制
度
の
組
織 

聯
合
準
備
金
法
.
.は

大

藏

卿

、
，
農

務

卿

舛

に

通

貨

撤

督 

官
を
以
て
，
傘
備
金
餵
行
組
織
委
員
會
を
構
成
し
"
八 

以

上

十

二

以

下

の

準

備

金

市

を

設

け

"

米

國

を

區

劃

し 

て
"

1

區
域
に
一
筒
の
^

■

を
市
を
®
く
の
規
定
を
設 

け
"
尙
ほ
組
織
委
員
會
：の
決
定
に
對
し
て
は
、
聯
合
準 

備
金
局
に
於
で
、
之
を
查
閱
し
"
事
務
の
便
宜
^
習
愼 

ぐ

J

に
' 
依
て
"

區
劃
.を
'分
布
す
、可
き
こV

J

を
規
定
し
れ 

る
が
、
組
織
：委
員
會
は
千
九
百
十
三
年
十
二
月一

1

十
六

第
八
號 

九
ー



s

li
i

l 獲

國
 

s

l

i

防

九

怨(

九
ニ
S

雜

錄

-
S

第

S

の
#

合
を
開
き
、
難
備

金
め
區
割
幷
枚
聯
合 

準

備

金
«
行
の
所
在
地
^
關

.

し

て

、

飯

行

業

者

幷

に

實
 

業
家
0
意
見
を
徵
し
、
殊
に
第1

®

域
內
に
於
.け
る
運 

輸
交
通
忙
：關
す
る
地
理
上
；0
便
1且
、

第
一
ー
各
地
方
に
於 

け
る
.物
資
.の
移
勸
;>
取
91
の
狀
_

"
資
金
0
運

轉

"
.
爲 

替

の

關

係

等商

工

業
上
の
發
齊
第
三
從
來
の
.制

度

.の 

下
妃
發
達
し
た
る
習
慣
に
重
き
を
置
き
、
區
劃
を
定
め 

又
準

備

金
飯
行
の
本
據
を
決
す
る
に
就
.て

は

、
營
業
上 

の
便
莉"

商

工

業
上
の
狀
餹
を
參
酌
し
、

一
方
に
政
治 

土
の
關
係
は
之
を
度
外
視
す
る

の
方
針
を
決
定
し
"
審
' 

避
攻
究
の
後
、
千

九

苗

十

四

年

四

月

ニ

日

に

钜

へ

擊 

備
金
厫
域
を
設
けT

ボ
ヌ
ト
x

H
ff
l

育T

フ
キ
ラ
デ
,

フ
ォ
ア」

、「

ク

リ
1

グ
ラ
ン
ド

」

、「

ジ
ツ
デ
モ
ン
ド

」

、
 

「

ア
ト
ラ
シ
タ
し
、「

シ
力
ゴ
し
、「

セ
ン
ト
ル
ィ
ス
し
、「

三

ン

ネ
ア
ボ
プ
ヌ
U

T
力
ン
f

ス」

市
，「

ダ
！
フ
ス」

、桑
潘
に 

1' 

の
.準
備
金
銀
行
を
ft
立
.す
る
旨
.を
發
表
し
れ
ぅo

 

組
織
委
員
會
が
以
上
，0
決
定
を
爲
す
に
就
て
、

0

0

 

S
し
れ
る
所
は
.第
：

|

聯
合
準
備
金
銀
^

が
一
區
_
內
に

雙

.號
；
' 

九II 

於
财
る
出
資
銀
行
の
資
本
金
#

^
積
立
余
の
六
分
を
®
 

度
ビ
し
.て
要
求
せ
6
'
:る.、
資

.本

金

最

低

撤

西

西

路

沛

を
 

醵

出

す

る

に

就
.て
、J

區

域

內it
於

け

る

出

資

銀

行

の 

能

力
”
第】

〖

各

區

域

內R
.於

け

る

商

エ

業

並

に

佥

«
1;
, 

の

聯

絡

若

し

く

は

】

區

域

.の

各

部

ど

其

區

域

內

に

於

て 

設

け

ら

る

、
聯

合

準

備

金

銀

行

の

地

位

ビ

の

關

係

，
第 

三
#
區

域

に

於

：て
.、

聯

合

準

備

金

法

，
の

規

定

並

に

精
；！
：

Il
ll
_

!f
2!
!l
f

力

、

簾

置

域@

於

け

る

聯

翕

備

金

銀

行

S

本
余
の
公
正
な
る
分
布
、
第3 £
準
備
金
區
域
0

一
 

般
地

麗

證

.、

運

輸

系

統"
準

備

金

銀

行6

域

§

部

ビ
の

交

、通

上

の

便

宜

〗

，
第

六

人

：口

、

面

精

並

に

旣

往

將

^ .

に

於

け

る

商

エ

寒

上

の

發

達

等

に

し

て

、

十
一
一
の
區

域
並
に
區
域
內
に
於
け
る
^
備
金
銀
行
の
所
在
地
沱
の 

免
し
9號

區
域
。「

$
1

ユ：

ィ
ン
グ
.ラ

ン

ド」

賭

州

。
聯

へ：：
;

■準
^

金

銀

行

所

在..地「

ボ

ス

ト

シ

」

o

|

第1
1

號
區
域
o

細
育
州
。
聯
合
準
備
金
銀
行
所
茌
地
紐 

育
。

第
三
號
區
域
0「

ニ
ユ
ー
ジ
ヤ

ー
シ
ー

、
デ
ラ
ク
T

ァ」 

東
部r

•へ
ン
シ
ベ
ゥ
ユ

一一ァ」

諸
州
。
聯
合
準
備
金
銀 

行
所
在
地

「

フ
キ
ラ
デ
，
フ
キ
ア

45J 

第
四
號
區
域
o

r

ォ
、ノ

イ
ョ」

、
西

部「

ぺ

ン
V

，
ダ
エ
ユ

.
ア
H

北
西「

ク
エ
ス

.

、
ト

、
グ

ア

ー

ジ

ニ

ア

」

州
の
«「

カ

| 

ク
ン
チ
1

S
東

部「

ケ

シ

タ

ツ

'
キ
ー」

の
.諸州
。
聯
合 

準
備
金
餵
行
所
在
地「

ク
タ
ー
グ
ラ
ン
ド
10
. 

第
丑
號
區
域
。「

口 

ロ.

ン
ビ
ヤ
し
双
、

「

メ
リ
1
ラ

ン
ド」

|

 

r

グ

ア
1

ジ
二
ア

」

北「

カ
ロ
ラ
イ
ナ

」

、
南

「

力
P
ラ
イ
一 

ナJ

第
四
號
區
域
に
揩
定
せ
ら
れ
れ
る
四r

カ
ク
ン 

チ
1

」

を
除
き
れ
る

r

ク
エ
ス
ト
、
グ
ア
ー
ジ
ニ
ア」 

聯
合
準
備
金
銀
行
所
在
地「

タ
ツ
チ
.モ
ン
ド」

o

..

第
六
號
區
域
o「

デ
ヨ
1
 シ
ナ
.

r
「

フ
W
リ
ダ」

、「

ア
“フ

\

v

マ」

東
南
！
-
テ
ン
ネ
，ツ

シ
1」

、
南n

r

ミ

シ
、
ツ
ビ

丨」

苽
南「

ル
キ
ジ
ア
ナ」

>聯
合
準
備
金
銀
行
所
在
地

第
七
號
儡
域
0「

ア
イ
オ
：
.
ソ
丨r

南
部r
ク
4

ス..n

ン
シ
ンJ  

r

ミ
シ
ガ
ン」

：

南
部
半

島

、*
部

「

イ
リ
ノ
イ
スJ

，

北 

.

部「

イ
ン
デ
ア
ナ」

。
聯
合
準
備
金
銀
行
所
花
地r

シ
カ

ゴ
4)

第
八
號
區
域
o
rア
ー
カ
シ
ナ
ス
し
、

『

ミ

ズ

ー

リ

」

の

大

部 

分
第
七
號
區
域
に
指
定
せ
&
れ
れ
る
も
の
を
除
き
れ 

る「

イ
リ
ノ
イ
ス」

第
四
號
區
域
.に
指
定
せ
ら
れ
^
る 

も
の
を
除
き
た
る「

ケ
ン
タ
ツ
，キ
1

J第
六
號
に
指
定 

せ
&

れ
れ
る
も
の
を
除
き
れ
る「

テ
ン
ネ
ツ
シ
1」

並 

にr

ミ
：シ
、
>

ピ
ー
し
聯
合
準
備
金
銀
行
所
在
地「

セ

シ

ト

ル
イ
ス
し

o

第
九
號
11
域
0「

モ
ン
ク
.
1
ナ」

北「

デ
，I
 
口
タ」

南「

デ
ー 

.

コ
タ」

.「

4

ン
ネ
ソ
タ」

第
七
號
區
城
に
指
定
せ
6
 

れ
た
る
毛
の
を
除
き
れ
る
.「

タ
キ
スn

ン
シ
ン」

並 

.

にr

ミ

.
シ
ガv

j
o

聯

合

準

備

金

銀

行

所

在

地

"

「

ミ
ン

ネ
ア
ボ
1

リ
ヌ」

0 

第

®

t*

號

區
a

o「

力
ン
f-
ス
.

」

、「

ネ
フ
.ヲ
.ス
，力」

'「

口
. 
口
ヲ

丨

ド
^「

フ
イ
オ
ミ
ン
グ」

牝
部
新
墨
西
坪
聯
合
難

第
八
號
；

九
111.

|
ア 

> 1

フ
ン
.タ」

0

で

接

u

 

m 

^
歐
洲K

時
！̂
於
け
0
米
國
の
金
融
政
策
邦
じ 

銷

ゾ

愁

(

ゾ1
1
7
)
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备聯合準備金法の迦用



fl
s

i

i

筵
國
の

I

J

に

绡

九

卷(

九H

六)

雜

錄

備

金

銀

行

所

在

地

「

カ

ン

ナ

ス

，
；市

。

馆
十1.

號
區
域
0
T.
テ
キ
ザ
ス
し

第
十
號
臌
域
忆
指
定
せ 

ら

れ

た

る

も

の

を

除

き

た

る

新

墨

西

哥

並

に「

オ
タ 

ラ
ホ
ー
マJ

第

六

號

區

域

に

措

宠

せ

ら

れ

た

る

も

の 

を
除
き
f2
る「

ル
ィ
ジ
ア
ナj

東

南

部「

ア
リ
ゾ
ナ
.
藤
 

合
準
備
金
銀
行
所
在
地「
ダ
ー
ラ
ス」

o

 

第
十一

1
號
陪
域
0「

カ

リ
ホ
ル
ユ
アJ
華
聖
頓「

オ

レ
ゴ 

ン
4「

ア
ィ
ダ
ホ」

、「

ネ

グ

ア

ダ」
，「
ク

タ
1
し
、「

ア
リ

ゾ
ナJ

の
大
部
分
0
聯
合
準
備
金
銀
行
所
在
地
桑
潘
0 

組
織
委
員
會
は
華
®
頓

「

オ
レ
ゴ
ン」

、「

ア

ィ

ダ

ホ」 

諸
州
の
發
達
に
就
て
感
動
し
た
る
が
、
出
資
銀
行
た
る 

> J

ビ
を
中
請
し
た
る
諸
鈒
行
の
資
本
金
並
R
精
立
佥
の 

.六
分
を
標
準
マJ

す
る
^
き

は

、

是

等

の

方

面

は

未

；，
J

•*

備
城金

\
T
.

而

m

人

p

第
八
.號

.

九
.四

律
の
要
求
す
る
最
小
資
本
金

額

>

爾百
萬
典
を
備
ふ
る 

に
足
ら
す
"
但
し4̂

の
發
達
に
し

て
繼
緻
せ
ん
か
o 

數
年
な
ら

ず

し

て
、

j

の
聯
合
準
備
金
區
域
を
增
設

す 

る
の
資
本
金
積
立
金
を
有
す
る
，に
至
る
可
き>  j

ビ
を
信 

じ
だ
ぅ
o
委
員
會
は
聯
合
準
備
金
銀
行
の
支
店
を
設
立 

す
可
き
地
方
を
決
定
す
る
の
往
を
有
せ
ず
ビ
雖
も
*
其 

蒐
集
し
た
る
材
料
.は
之
.を
準
備
金
銀
行
又
は
準
備
金
局 

R
示
し
て
、
支
店
設
立
の
便
宜
に
使
用
せ
し
む
可
しo

 

今
3
委
員
會
が
千
九
西
十
四
年
四
月】

日
に
於
て
> 
新 

带
度
の
爲
；め
‘R
出
資
銀
行
た

る
^」

ヾ」

を

申
請
し
た
る
國 

立
銀
行
、
信
託
會
社
の
數
，其
所
a ：
地
の
人
ロ
而
檀
、
.資 

本
余
#

に
a

立
金
を

表
示
し
た
る
も
の
を
見
る

に
*

の 

如
し
o 

1

1

缶

ス

ト

ン

H

紐 

W

1

二

フ

#
ヲ
デ
少
フ
并
ァ

六
六
。II

六f
?
—

六
。
3£
五
七
，八
四

四
九
® I

七
〇 

三
九
®
八
六
五
.._
九
* I

1

三
•
ニ
七
九 

八
1

1

〇
•
ニ I

七

飯
行
数

四
四
六 

四
七
ん 

八
〇
o

资
木
金
航
|: 

镇

立

金

：

1
六
？

？

一’九
6
 
一
o? 

H
四
1ラ
六
九
三
*
四
.三
七 

ニ
一 

六
*
三
四
？

ニ1

H

六
分
の
酿
出
金

九
9
九
三一

•
七
四
G 

ニ
〇
*
六
ニ
7
六
〇
六 

J 

ニ 

•九
八
〇
*
四I 

ニ

四

グ

V
丨

v

ラ
^
ド

1
八】

ラ
九
九
丑 

五

V

少-
チf

.

ゾ
F

1

七
三•
八1

八 

六

ア
ト
ヲ

ン
タ
ニ
三
三
A

六
〇 

七

V

力

ゴ

！

七
六
*
九
四
〇

 

八
セ
ン
ト
ル
ィ
ス

〗

四六*
四七四
 

九.

3

子アポ

9

ス四

H
七<*九

三
0

 

1
0

力

y

サ

ス

rb
3L
0
九
^
ハ
四
九 

ニ

ダ

ラ

.

ス四〇四

A
ll

六 

二一

燊 

0

六
九
三
-1
ハ
五
八 

合

阶
 

三
。
〇
ー
六
丄
ハ
五
〇

七
。九
六 

一
6

二
ニ
.
七
ニ
四 

八
0
艽
ー
九
*
三r

三
四
七
芄 

六
上
ハ
九
五A

l
l

四i

H
セ
ニ 

1

ー
マ
六
三
0

三八三.~九八四 

六
*
七i

M

ハ
。
六1

一
四
三
四 

五
*
七
ニ
四
•
八
九
三
六
八
办 

六
土11〇

六
5
八
K
〇

八
三
五 

五
丄
一
一
1
0
*五
六
！

七
ニ
六 

.五
®
1ー
八
九
。三
0
三
五
一
四 

八
九
*
〇
四
五
*

H

ハ1

六

七

！

1

九
ニ
*1

四
七
^t

五
八 

1

〇
芄
*
0六
四
*
四
八
3 

七
七
上
ニ
五
六
6
九
ニ
1
1ー
 

ニ1

T

◦
六
八
A】

三
八 

八
〇
.0
七】

七
*
九
八1

七
八
®
n八

！
 

6
,八
一

九
1
?
〇
六
五
。九 
一
ニ 

九
1、す
〇

〇

三

。

1

ニ
三. 

ニ 11〇
*

四 
二
三®II  
ニ

！

一 

1*
七
八̂
先
2
七
一

以
上
の
數
に
州
立
鈒
行
並
に
信
託
會
祉
を
加
算
し
た
る
も
の
0

2
ニ三四 五

.

访
九
舱

SL

ホ

.
ス

V

y

0

 

W

フ
并
‘
デ
ル
■フ 
'弁
ア 

ク
リ
丨
ゲ
ラ
ゾ
.ド 

リ少チ̂ソド
 

(

九
ニ
七
：

> 

雜

錄

銀
行
揪

四
四
六 

四
七
九 

八
〇！ 

七
ニ
六 

四
八
四

1

卯

1

六
五
*
五1

一
九
。
〇1:0. 

三
四
四
。
七
九
三
,«
四
三
七 

ニ 

一
 

六
6

五
31
0

。
ニ 

J
H 

1

九
三
上
ハ
九
七
*
1五
八 

1

0
九
*
〇
五
四
e
六
八
三

1
7
五u

八
八
三
五 

六
•
三
〇
三
。
八
六
八 

四
？
：ハ
四
了
四
一
五 

1 

I
V六
六
四 

*

1

0

0 

四
o
八
四
三
*
0七
九 

四
〃
七
0
?

八
六
四 

五
。
五
八
三
*
九
五
泯 

五
0
31
ニ 

0

0一
 

八
七 

七
*
八
ニ
五
®
四
〇
31

1
S®
盟
ふ 
v
o

六
分
の
醵
出
^

九
*
九

三
7
四
七
〇 

二
〇•
六

八

七•
六

.
一
六 

1  
二
。
九
九
 
n
T
o
l

H 

一1

。
六 
ニ 1

。

八 
H
aL 

六
*
五H

rn
T

ニ

八I  

餘

八

號
 

九
31.

卯



浓九镫

 

'

(

九二八

)

雜
 

.六

ブ

r 

:ヲ
y

タ

七 

ヅ

*

ゴ

八 

セゾトルィス

九 

3
ゾネアポ

53XX 
1

〇

カ
ン
サ
ス
市 

1
1

ダ

ヲ

ス

 

1
ニ

桑 

港

合
■ S

錄

_侧

羅

i

金融政策邦

U

一，

U

I

聯

合

準

備

金

區

域

並

に

聯

合

準

備

金

市

選
宛

の

發
表 

せ

ら

る

、
や

、

其
*選
定
に
洩
れ
た
る
地
方
ょ6
抗
議
の 

fe
れ
る
は
勿

論
^

し

て

「

二

ユ
T

オ
>

 

レ
ア
レ 

「
V

ル
チ
モ
一
ア」

T

ビ

ツ

、
パ

.丨
J
% r

デ

ン

グ

ア

1」

「

オ
メ
ぐ
ー」

の
如
き
强
烈
な
る
抗
議
を
致
し
た
る
を
以 

て
、

組

織

裘

員

會

も

亦

自

家

の

方

針

を

辯

議

す

る

'爲

め 

R
'

千
九
西
十
四
年
四
月
十
2
1辯
明
書
を
公
表
し
.、其

| 

節
に
於
て
"

^員
會
は「

市
又
は
.箇
人
或
は
純
乎
れ
.る
地 

方
的
若
し
く
は
利
己
的
喪
求
に
左
右
せ
&

る
、
こ
ど
を 

拒
否
し
、
公
•平
無
私
、
‘最
良
の
判
断
を
以
て
"
* .全
國
の

三
八
ニ 

七
八
_
,三
七
九
，
六
六
1
1
1 

九
九
九 

二 r

九
•
一
九
'八
。
七
六
〇 

四
四
五 

一

〇

三

'上
ハ

35
:

苧
三
九
.七 

六
八
七 

七
八
義
八
7
〇
八
1 

八
3
八 

九
1
1
T二
四
八
丄
ハ
ニ
ー 

七
三
ニ 

九
三
‘
九
〇
T

5

1

H
 

K
ニ
九 

一

三
五
M

s
ぐ
七
三
ニ 

七
*
豇

四

八

I
®

八
三
！
•
六
四
八
•
三
六
九

事
情
を
攻
究
し
て

.第
八
號 

丸
六 

四
•七
.〇
l
T七
八
〇 

1
三
#

1五
7
九
ニ
充 

六
•
ニ
一 

九
上
1三
三 

四
8
七
〇
1
7八
六
四
. 

五
*
31
九
四
〃
九1

六 

五
上
ハ
三
四
#
.
0九
一 

八
？
！1

五
®
5

1四

準
備

1

〇
九
*
八
九
八
®
九
〇
二

最
後
の
判
斷
を
與
へ
れ
办
ハ 

金
市
に
選
定
せ
ら
れ
ざ
る
市
に
し
て
、
姿
員
會
の
決
足 

に
異
議
わ
ら
ん
か
、
合
法
の̂

段
に
依
て
-
解
決
を
求 

む
可
き
こ
V
J j

を
述
ベ
れ
6

0

聯
合
準
備
金
法
が
出
資
銀
行
れ
る
を
得
る
も
0,
ょ 

出
資
の
中
請
を
受
理
す
冬
期
間
即
ち
六
十
日
0
經 

過
せ
ん
ビ
す
る
際
広<

 

七

千

，.四

西

七

十

五

の

國

立

餵

行 

は

出

資

の.申

請

を.爲

し
"
十
.八

の國
立
龈
行

は

之

を

拒 

否

し

、
‘
十

の

國

立

銀

行

は

何

等

答

ふ

る

所

な 

斯
く
て
千
九
百
十
0

年
«

月
.八
日
k
茧
办
組
織
委
員
#

0
書
記
«
出

資

银

行

：れ

る

：申

請

を

爲

し

^
る

諸

銀

行̂
 

對

し

て

ニ

一

一

十

日

以

内

に

聯

合

傘

備

金

鈒

行

の

株

金

挪 

込
を
行
ふ
可
き
-0
通
牒
を
發
し
、
同
時
に
通
貨
盤
督
官 

は
株
式
^
込
證
書
を
調
製
し

れ

々
o

而
し
て
右
の
通
牒 

R
據
出
資
飯
行
は
五
月
八
日
の
滿
期
日
ま
で
に
、
 

續
々
聯
合
準

備

金
銀
行
の
資
本
金
を
醵
金
す
る

の
申

出
 

を

爲

し

、

其

應

慕

額

は

最

低

資

本

金

額

を

超

過

し

"

政 

府
又
は
公
衆
の
應
«
す
る
必
要
な
き
に
至
ら
し
め
た

新
制
度
の
組
織
^
就
て
、
次
に
必
要
ど
爲
れ
を
'は
、
 

各
聯
合
準
備
金
區
域
R
於
け
る
出
資
餵
行
が
準
備
金
法 

第四條の規定に據八級並に

3
級
の
重
役
各
三 

名

を

選

擧

す

る

の

一

事

に

，
し

て

"

(

準

備

金

銀

行

の

取

締 

役
は
九
名
に
し
て
"
之
を
A
、B
、C
の
三
級
に
分
ち
， 

A
級
は
出
資
銀
行
の
代
表
激
"

3
級
は
準
備
金
區
域
の 

商
工
業
代
表
者
，.
C
級
は
準
備
金
局
の
任
命
し
た
る
者 

を
以
て
"

之
に
充
つ
る
の
規
定
な
ぅ
0
3六
月
初
旬
a

織 

委
員
會
は
準
備
金
鈒
行
に
對
し
-T
.、

各

自

の

重

役

會

に 於
て
？
*

備
金
區
域
選
摩
管
理#

を
®

定
し
、
且
つ
八 

級
重
役
並̂

.
B

:

級
重
.
役
侯
柳
者
を
指
名
す
可
き
こ
ぐ

J

を 

0
0

U

-

八

月j

日
を
以
て
”

其
手
續
を
了
し
た.CV

O

 

0

5
聯
合
：準
備
金
局
の
任®

一

六

月

十

2£
日
大
統
領
は
ノ
聯
合
準
備
金
局
の
役
眞
侯 

補
者
五
名
並
に
職
貴
上
當
然
同
局
役
員
た
る
可
き
大
藏 

卿

並

に

通

貨

歡

督

官

の

氏

名

を

元

老

院

に

通

吿

し

"
前 

者
^
就
て
"

其
承
認
を
求
め
れ
彡
o

大
統
領
が
準
備
金 

局
役
員
の
侯
補
者
^
し

て

推

擧

し

た

る

は

"

大

藏

次

卿 

「

チ

ヤ

1
ダ
ス
，

エ
ス、

\

ム
ソ
ンJ

(

ボ
ス
ト
ン

、
任

期 

| 

ニ

箇

年) 「

•ホ

ー

ル

，
ユ
ム
、

ソ

I
ブ

ル

ダ」 (

紐

育V

任 

|

期

五
®
年)「

ト
1

マ
ス
、

デ̂

ジ
ョ

I
ン
スJ

(

シ 

力

ゴ

、

任

期

六

箇

年

〕「

ダ

ブ
リ

ユ

！

ビ一
"

ジ
ー
、

.
ハ

丨

デ

ヰ

ン

ダ

」
(

パ
1

三
ン
ガ
ム
，
任
期
八
箇
年)

內 

務

次

卿

ア

ド
,
フ

ヘ

シ

ー

ぐ

ミ

ラ

！

」
(

桑

锶

任

沏

十 

.鎖

年)

の

諸

氏

な

々

。
'蓋

し

聯
合
：準
備
金
法
第
十
條
の 

規

定

，に

據

れ

ば

、

準

備

金

局

役

員

中

五

名

を

任

命

す

る 

に
當
ぅ
、
.
.大
統
領
は
準
備
#
區

域

ょ

名

以

上

を

採

婼
八
虢 

九
七

第

念

(

丸
完

)

雜

錄
_ 

|

侧賴
»

|

|

|

_

|國
の
金
融
政
1

じ



S

怨

l

〇
> 

.

.
雜

.錄

m
i
l
l
n
i

窗金融
政糞に
，

第八稗九八

用
せ
す
"
又
地
方
間
に
於
て
異
な
る
商
業
上
產
業
上
並 

R
地
理
上
の
區
劃
を
公
正
に
代
表
せ
し
む
る
に
就
て
" 

適
當
の
注
意
を
爲
す
可
く
、
任
期
は
十
年
ミ
し
"
大
統 

領
が
逾
當
の
现
由
を
認
め
て
"
任
期
前
に
解
任
す
る
を 

得
べ
き
も
"
初
度
の
任
命
に
於
て
は
、
任
期
を
ニ
、四
、 

六
、
八
、
十
の
各
年
に
區
別
す
可
き
こ
ど
、
爲
れ
る
.を 

以
て
"

如

上

の

通

吿

を

致

し

れ

る

も

，の

な

6

0
準

備

金 

局
役
員
は
全
力
を
擊
げ
て
"
局
務
に
盡
す
可
く
、
棒
給 

1

萬
ニ
千
卵
の
外
に
旅
費
を
支
始
し
、
通
貨
監
督
官
に 

し
て
"
準
備
金
局
の
役
員
ビ
爲
れ
る
潜
に
は
、
監
督
官 

の
俸
給
•五
千
弗
の
外
に
、
七
千
卵
の
給
與
を
受
く
可
く 

五
名
の
役
員
中
二
名
は
鈒
珩
金
融
の
業
務
に
經
驗
を
有 

す
る
を
要
し
、
役
員
中
ょ
彡
準
備
金
局
の
疋
副
總
裁
各 

1

名
を
任
選
す
可
く
"
大

藏

卿

は

職

實

上

役

員

.#
の
會 

長
た
る
可
し
。
元
老
院
か
大
統
領
ょ
h
•
如
上
氏
名
の 

.通
街
を
受
け
て
、
其
當
否
を
審
査
す
る
や
、「

V

 

A
ゾ
ンJ

 

「

ふ
丨
デ
キ
ン
グ」

、「

ミ
ラ
ー」

の
三
庆
に
對
し
て
は
、
^
 

等
の
異
S

な
く
、
谀
®
を
與
へ
れ
る
がT

ッ
I

ル
ブ
ル

/ 

, 

- 

, 

ソ
：

ダ」

並

に
7
シ
ョ
ー
シ
X

J

0爾
氏
に
對
し
て
は
、
反 

對

ゎ

ぅ

、

兩

氏

を

元

老

院

に

招

致

じ

て

"

人

事

上

の

質 

.
問
を
試

，み
"
遂
に
.大
統
領
は「

ジ
ョ

t

ン
ス」

氏
の
通 

吿
を
掀
囘
し
"

之
に
代
.
.ふ
る
に
：「

シ
.
.
'
力
ゴJ

 ,

の

r

フ
レ 

デ
リ

' 

ッ
.
.

ク
、

'

ユ
f
崎
デ

.

ラ
ー
ノ」

氏
を
以
て

- L
. r

ソ
_

|

 

ル
ブ
ル
グ」

氏
ぐ」

共
に
フ
元
老
院
の
承
認
を
得
る
こ

 ̂

>爲
八
月
十
日
を
以
て
準
備
金
局
は
職
務
を
開
始 

し
、
大
統
領
は「

ハ
ム
リ
ン」

氏
を
總
裁

R

「

デ
ラ
ー 

ノJ

氏
を
副
總
裁
に
指
名
し
た
6

0

'聯
合
準
備
金
局
成
立
後
のi

1

三
迦
間
は
準
備
金
局 

は
邱
&

信
用
並
忙
外
國
爲
替
.の
'危

機

を

救

濟

す

る

事

變 

計
畫
に
就
て
、
意
を
勞
し
た
る
が
"

其
後
に
至
ぅ
て
" 

各
種
の
規
則
を
制
定
し
、
聯
合
準
備
金
銀
行
を
組
織
し 

營
業
の
場
所
を
指
定
し
、
.使
傭
人
を
任
命
し
八
月

中
に 

略
ぼ
大
體
の
事
務
を
了
し
て
千
九
西
十
四
年
十

1

月
十 

.

六
日
を
以
T

1
十
二
の
準
備
金
银
行
典
に
營
業
を
開
始 

す
る
を
得
る
.
.の
順
序
：̂
.爲
れ
*

CVO
■
合
準
_

金
銀
行
の
®

況

,

聯
合
準
«|
金
法
は
其
制
定
以
來
今.日
に
至
る
ま
で
、
 

旣
に
三
囘
の
修
正
を
經
たho
第
：

1 .

同
の
修
正
は
昨
年 

八
月
四
日
に
行
は
れ
た
る
も
の
に
し
て
"
渥
に
其
喪
領 

を
揭
げ
れ
6.
0
之
に
次
ひ
で
昨
年
八
月
十
五
日
準
■
金 

に
關
し
、
又
千
九
百
十
五
年
三
月
三
日
手
形
引
受
に
關 

し
、
务
.々
修
正
す
る
所
あ
ぅ
？
左
に
其
大
要
を
叙
述
す 

可
し
0

r

聯
合
準
備
金
法
第
十
九
條
準
備
金
に
關
す
る
規
. 

定
を
改
正
す
る
法
律{A--
4
U
J
}

當
初
の
法
律
に
於
て
は
"
鈒
行
，の
預
金
を
定
肌
ビ
當 

鹿
、

/」

に

區

別

し

"

三

十

日

以

後

に

支

拂

は

る

可

き

預

金 

並
に
三
十
日
以
前
の
通
知
^
依
て
支
拂
は
る
可
き
預 

金
を
定
期
^
し
、
之
に
對
す
る
準
備
金
の
率
を
五
分
ど 

し
、
銀
行
所
在
地
の
都
市
た
る
^
、
地
方
れ
る
ど
に
依 

て
區
別
を
設
け
す
，

1

方
に
當
座
預
金
0
準
備
金
率
に 

就
-て
は
、
地
方
所
在
の
銀
行
に
對
し
て
は
2

割
ニ
分
1 

準
備
市
所
花
の
銀
行
に
對
し
で
は
，

1

割

五

分

"

：

中

央 

準

備

市

所

在

の
銀
行
に
對

じ

て

は

箱
九
卷

M

に
中
央
準
備
市
の
銀
行
は
法
定
準
備
金
の
十
八
分
の 

六
を
自
行
の
金
炖
內
故
所
有
し
、
其
十
八
分
の
七
を
聯 

合
準
備
金
銀
行
に
预
記
し
、
殘
額
十
八
分
の
七
は
自
行 

の

金

庫

に

置

く

か

"

又

は

聯

合

準

備

金

銀

行

に

预

記

す 

一
る
か
？
其
任
意
ビ
し
準
備
市
の
銀
行
は
三
年
間
準
備
金 

の
十
六
分
の
五
を
金
庫E

に

置

き

"

典

後

金

庫

に

置

く 

分
を
十
五
分
の
五
ビ
し
"
十
一
一
，简

月

間

準

備

金

の

十

五 

分

の

三

を

聯

合

準

備

金

銀

行

に

预

託

し

、
‘
毎

六

箇

月

に 

十

五

分

の

T

を

增

し

て

，
、

ニ

简

年

の

预

記

高

を

十

丑

分 

の
六
に
達
せ
し
む
可
く
"
準
備
金
の
殘
额
は
H
年
間
中 

央
準
備
市
の
代
现
銀
行
に
預
託
す
る
を
#:
る
も
"

i

 

に
於
て
は
' 
自
&

金
庫
內
に
®
く
か
.、
又
は
聯
合
準
備
. 

金

銀

行

に

預

託

せ

ざ

る

可

か

ら

す

"

又

地

方

銀

行

に

對 

一
し
て
は
、
三
年
間
準
備
金
の
十
ニ
分
の
五
を
金
雕
に
镫 

き
"
St
後
之
を
十
二
分
の
の
四
ヒ
し
"
十

二

®

月

間

聯 

合
準
備
余
銀
行
に
十
二
分1

一
を
預
託
す
る
h

爾
後
每 

月
十
一1

分
©T

を
.增
加
し
、
ニ
年
に
至
つ
て
$
之
を
十 

ニ

分

の

五

に

達

せ

し

め

"

準

備

金

の

殘

额

は

三

年

問

代

第
八
.̂
.

九
九

、

1
割
八
分
.
ビ
し
，

n

コ

g

雀
軟
洲
戦
時
に
於
け

*
<
?米
國
の
金
融
政
锴
弗
|- 

(ブ
11

ニ

)

金

ぁ
聯
合
準
備
金
法
の
述
用
.

'



站
九
怨

(

九ii

三)

0

m

.

 

國
の
產
政
饿
邦
に

理
銀
行
に
®

く
を
、得
る
も
、
其
以
後
は
自e>;

金
旗
內
R

 

所
有
す
る
か
'
又
は
聯
合
準
備
金
餵
行
杞
預
託
せ
ざ
る 

可
か
ら
す̂

し
た
办
。

然
る
に
千
九
西
十
四
年
八
月
十
五
白
聯
合
準
備
金
法 

の
改
正
行
は
れ
"
準
備
金
率
に
關
す
る
規
定
は
左
の
如 

き
修
正
を
經
れ
办
。
 

\ 

(
】)

_

f i
市
所
在
の
銀
行
は
當
座
预
金
に
對
す
る 

I

割
五
分
の
準
備
金
マj

定
期
預
金
に
對
す
る】

割

|  

五
分
の
準
備
金
ど
を
宏
記
の
狀
德
に
於
て
、
所
有 

維
持
す
可
しo 

|
(

ィ)

本
法
實
施
後
三
十
六
商
月
間
は
準
備
金
の 

十
五
分
の
六
を
、
淇
以
後
^
於

て

は

"

十

五

分 

の
五
を
金
庫
內
R
置
く
こ
^
。

O
J

本
法
實
施
後
十
二
筒
月
間
は
準
備
金
の
十

\

 

五
分
の
S
を
銀
行
所
在
地
方
の
聯
合
準
備
金
鈒 

行
に
置
が
"

爾
後
六
徹
月
每
记
十
五
分
の1

を 

增
加
し
、
•其

十

芄

分

の

六

^
逯

し

た

る

時

を

以 

て

北
0

こ
^

、
す
0
.

游
八
號 

一0
0

.
B

本
法
實
施
後
三
十
六
箇
月
間
は
準
備
金
の 

.

殘
額
は
銀
行
自
身
の
金
庫
內
に
®
く

か
"
聯
合 

準
備
金
銀
行
杞
領
託
す
る
か
ヽ
又
は
中
央
準
備 

.市
0
國
立
銀
行
^
預

.|
€
す
る
か
、
飯
«

の
41
:
意 

な
る
こ
ミ
0

(

C

以
上
三
十
六
箇
月
を
經
過
し
た
る
後
4
銀 

行
の
金
庫
丙
に
置
き
、
' 又
は
聯
合
準
備
金
銀
行 

に
預
託
す
可
き
分
を
除
き
れ
る
準
備
金
の
殘
%| 

は
餵
行
の
金
庫
內
に
置
く
も
、
聯
合
準
備
金
龈 

行
に
預
託
す
る
も
、
銀
行
の
饪
意
た
る
こ
ビ
。

(

ニ)

中
夹
準
備
市
所
茌
の
銀
行
は
當
座
預
金
に
對 

す
る 

1

割

八
分
、
定
期
預
金
に
對
す
る
五
分
の
準 

備
金
を
左
記
の
狀
態
に
於
て
"
維
持
所
有
す
可 

し
。

(
イ
} 

‘銀
行
の
金
^
肖
に
十
八
分
の
六
を
獄
く
こ
：

C 

ロ)

聯
合
準
備
金
銀
行
R
十
八
分
の
七
を
預
SE 

す
る
'こ
£

o

(

、ノ
 

y

上
記
準
備
金
の
殘
額
は
自
行
の
金
庫
に
置 

く
も
、
聯
合
準
備
金
銀
行
に
预
記
す
る
も
、
銀 

行
の
任
意
な
る
こ
ビ
°

.

聯
合
準
僩
金
鈒
行
は
出
資
銀
行
の
準
備
金
ビ
し
て
、

每
囘
預
託
高
の
半
額
を
限
第
十
三
條
に
揭
げ
ら 

れ
れ
る
手
形
に
し
て
適
當
に
裏
書
せ
ら
れ
、
•又
引
受 

け
ら
れ
れ
る
も
の
を
受
取
る
こ
^
を
#

o

(

第
十
三
條
一 

の
手
形
稱
す
る
は
、
他
の
聯
合
準
備
金
銀
行
に
宛

j 

て
、
振
出
さ
れ
れ
る〗

||
拂
手
形
忙
し
て
"
農

エ

商

\ 

*.
上
の
取
に
關
聯
せ
る
も
の
な

^
'
o

) 

| 

ニ
、
聯
合
準
備
金
法
第
十
三
條
第
三
、
四
、
五
項
杞 

關
す
る
改
正
法
里
^

H5
I) 

.

當
初
の
法
律
に
於
て
は
"
旣
に
出
資
銀
行
が
輸
出
入 

關
係
の
宇
形
を
割
引
し
、
聯
合
準
備
金
銀
行
が
之
を
再

\

 

割
別
す
る
こ

^
を
離
め
^
る
が
上
記
の
改
正
に
於
て 

M

R
銀
行
の
營
業
す
る
範
11
1

を
大
な
ら
し
め
た
ぅ
o

即 

t>
.左
の
如
し
o

1
 

聯

合

準

備

金

鈒

行

は

輸

出

入

に

關

係

し

"

期

限

三

筒

'

烙

九

怨

(

九

三

三

)

：

雜

錄

月
以
內
に
し
て
、
出
資
餵
行
の
襄
書
わ
る
引
受
手
形 

を
割
引
す
る
を
得
0 
.
但

し

聯

合

準

備

金

局

の

許

可

ゐ 

る

場

合

の

外

"

割

引

手

形

の

高

は

割

引

を

請

求

す

る 

銀
行
の
資
本
金
並
に
檀
立
金
の
半
額
ど
し
、

許
可
わ 

る
場
合
雖
も
，

.
興
之W

同
額
以
上
に
上
る
を
許
さ 

t

o
 

,
.

1
<

 

一
會
社
"

J

組
合
の
緊
名
裏
書
あ
る
手
形
に 

し
て
、

1

銀
行
の
爲
め
に
與
割
引
せ
&
れ
た
る
も
の 

は
右
銀
行
の
資
本
金
並
に
糧
立
金
の
十
分
の
一
を
限 

度
^
す
0
但
し
此
制
限
は
現
存
す
る
目
的
物
に
對
し
" 

善
良
な
る
意
思
を
以
て
、
振
出
さ
れ
れ

る
爲
替
手
形 

の
割
引
忙
適
用
せ
ら
れ
す
。

出

資

銀

行

は

輸

出

入

關

係

の

手

形

に

し

て

"

期

限

六 

箇
月
以
內
の
手
形
を
引
受
く
る
を
得
。
但
し
其
引
受 

高

は

資

本

金

並

に

積

立

金

の

半

額

を

限

度

ミ

し

"
聯 

合

準

議

金

局

の

許

可

ゎ

る

場

合

穴

於

て

も

"
資

本

金

並

に

積

立

金-0
同
額
を
以
て
限
度
、/

」

す
0 

聯
合
筚
備
金
銀
行
は
右
の
如
き
制
度
の
下
に
，
®
業

i
l
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